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津島市立南小学校 校長室だより 第２４号 

    平成２７年３月２４日（月 2 回発行） 

  南小 HP『南風学舎』 ダイジェスト版 

 ※ 合わせて南小学校 HP をご覧ください 

   『今、終わる一つのこと』 

 ２４日で平成２６年度が終わります。２４日には皆さん、学校生活この１年を振り返っ

てください。まず学習面でできるようになったこと。この１年間で頑張ってできるように

なったことがあると思います。九九、都道府県名の暗記、鉄棒、縄跳び、リコーダー、漢

字の書き取り・・・どうですか。また、生活面でできるようになったこと。大きな返事、

あいさつ、家でのお手伝い、後片付け・・・言われてみるとどうでしょうか。１年１年で

きることを増やしていってほしいと思います。そして、「修了証」（通知表）を見せながら、

「お父さんお母さん１年間ありがとう。来年もよろしくお願いします。」と言うことができ

れば、素晴らしいと思います。そして今日の帰りに担任の先生とお別れする時に「１年間

ありがとうございました」とお礼の言える子どもになってくださいね。最後に校長先生の

大好きな詩を読みます。 

   いま終わる 一つのこと 

   いま越える 一つの山 

   風わたる 草原 

   響き合う 心の歌 

   桑の海 光る雲 

   人は続き 道は続く 

   遠い道 遙かな道 

   明日登る 山も見定め 

   いま終わる 一つのこと 

『素晴らしい卒業式 南風学舎に南風吹いて』 

 ３月２０日（金）、第６８回卒業式を体育館で開催しました。津島市教育委員会委員長職

務代理者猪飼様をはじめ３０人を超える来賓の方に立ち会っていただき、１０１名の卒業

生は巣立っていきました。感動的な引き締まった卒業式となりました。送り出しでは先生

たちとの別れのためか涙する子どもたちがいました。別れがあるから新たな出逢いを大切

にする人生を送ってほしいと思いました。５つの木（やる気・元気・本気・勇気・根気）

に会いに来てくださいね。 

 【校長式辞】 

 お話は石黒由美子さんという人のお話をします。この方です。彼女は北京オリンピック

のシンクロナイズドスイミングの日本団体チームの選手としてオリンピックに出場しまし

 



た。しかし、彼女の人生は水泳の選手として恵まれた人生ではありませんでした。彼女は

小学校二年生の時、交通事故にあいました。生きていたことが不思議なほどの大事故、大

怪我でした。そのため顔面を五百六十針、口の中を二百四十針も縫うことになりました。

思うように体も顔も動かない。そんな時に見たオリンピックのテレビ。それがシンクロナ

イズドスイミングでした。「このスポーツを私もやりたい」彼女は決心します。そして自分

が夢見たことをノートに書くようになりました。｢算数の宿題を忘れない」「水泳で５０メ

ートルを３８秒で泳ぐ」などから「お友達のＡちゃんの良いところ見つける」など一杯夢

や目標を書きました。いつしかそのノートを「夢ノート」と呼ぶようになりました。彼女

は夢や目標ができるとそれをノートに書き、できるようになると「ありがとうございまし

た」と赤ペンで消していったそうです。夢や目標を文字や言葉で明らかにすることで彼女

は一つ一つ夢を実現したそうです。そして「シンクロでオリンピックに出たい」という目

標まで彼女は達成したのです。現在、彼女は大学院で「中学生のいじめ問題」の研究をし

ています。私はこのいじめ問題のアンケートに協力して、彼女と知り合うことができまし

た。三月十日、彼女から電話を頂きました。今日の卒業式に「奇跡の夢ノートの話をした

い」と言ったら恥ずかしそうにでも喜んで賛成してくれました。 

 「南小の六年生の皆さん、夢を言葉にしてください。そして夢に向かってがむしゃらに

突き進んで下さい。どうか皆さんの夢ノートが皆さんの言葉で一杯となり、「ありがとうご

ざいました」と赤ペンで消す姿を心から楽しみにしています。ご卒業おめでとう。近いう

ちに私も津島南小を訪ね、学校行事に参加したいと思います」という言葉を頂きました。 

 皆さん、夢を大切に。そして夢を言葉に置き換えて。どうか言葉に魂を吹き込んで下さ

いね。夢が止まらない人生を 

         『初心、忘れるべからず』  

 ３月 1９日（木）、最後の卒業式の練習と６年生の修了式を行いました。修了式が終わっ

てから、６年生の担任の先生方（服部・植村・児玉・正木）、森本・古江先生と教頭先生か

らそれぞれお話をしていただきました。私は修了式の中で「人と人とが分かりあうことの

難しさ 自分の思いを伝える力をつけること」について話をしました。『ごんぎつね』の本

を思い出してほしいことを付け足しました。「初心、忘れるべからず」中学校で、もし何か

に行き詰ったら、なんとなく小学校の楠（五つの木）を見に来てほしいと思います 

 

校長室だよりを一年間ご愛読いただき、誠にありがとうございます。第２５号は新しい

年度に発行します。学校ホームページもよく見ていただき、ありがとうございました。 


